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短評 

 
ムージルの餌場 
ムージルの『特性のない男』の舞台は「帝

都にして首都であるウィーン」であるが、

読者は冒頭でたちまち、近代においては具

体的な場所は意味をもたないと教えられ

る。「自分がどこに居るかという問題を過大

評価するのは、餌場を覚えていなければな

らなかった遊牧民時代の名残りなのだ」。も

っともこれが真実の半分しか言い当ててい

ないことは、この小説のイロニーを思えば

分かることだ。カール･コリーノの伝記以

来、ムージルのテキストがいかに事実を活

用しているかは周知のことである。リアリ

ティーとフィクションの間の緊張――実際

にモデルとなった場所の異化であれ、二重

写しであれ――は、原本を知ってはじめて

測ることができる。早坂七緒は数十年にわ

たり、このオーストリア作家の縁（ゆかり）

の地、物語の舞台、生活環境を調べてきた。

いま日本人のゲルマニストはその調査結果

を発表した。多数の写真、地図や図面を含

む本書が豊かな鉱脈（宝庫）であることは、

たんにムージル研究家にとってだけではな

い。（早坂七緒 „Robert Musil und der 
genius loci“  Wilhelm Fink 出版社, 
ミュンヒェン、2011 年 416 頁、49,90 ユ

ーロ。） O.P. (Oliver Pfohlmann) 


